
花や緑が美しい季節。ある交差点でボラン　花や緑が美しい季節。ある交差点でボラン
ティアで緑化推進の活動をしている「緑のサティアで緑化推進の活動をしている「緑のサ
ポーター」の皆さんがひまわりの苗植えをしてポーター」の皆さんがひまわりの苗植えをして
いました。「市民はもちろん、ここは県外の方いました。「市民はもちろん、ここは県外の方
も通るでしょ。きれいな花で出迎えたい」も通るでしょ。きれいな花で出迎えたい」
皆さんの愛情を受けて花は大きく育ちます。　皆さんの愛情を受けて花は大きく育ちます。

○花と緑のまちづくりを応援しています（２～３）○ 花と緑のまちづくりを応援しています（２～３）
○成人おめでとう（４～５）○ 成人おめでとう（４～５）
○ 青少年環境浄化研究委員会からの提言（６～７）○ 青少年環境浄化研究委員会からの提言（６～７）
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 沿道にきれいな花を沿道にきれいな花を
咲かせたい　　　　　　咲かせたい
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花
 
花
とと
緑緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す

　
　
　
 
応
援
し
て
い
ま
す

　

初
夏
を
む
か
え
、
山
々
の
緑
は

い
っ
そ
う
深
み
を
増
し
、
美
し
い

花
々
が
咲
き
誇
る
花
壇
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
家
の
庭
に
垣
間
見
え
る
き

れ
い
な
花
や
新
緑
の
生
垣
は
、
私

た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。「
区
で

所
有
し
て
い
る
土
地
に
花
を
咲
か

せ
た
い
」
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
、

「
家
で
緑
あ
ふ
れ
る
生
垣
を
つ
く

り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
紹
介
す
る
こ
れ
ら
の
事
業

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
補
助
金
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
請
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
る
花
壇
づ
く
り
に
使
用
す

る
材
料
や
、
植
栽
に
使
用
す
る
苗

木
・
花
苗
・
球
根
・
肥
料
な
ど
の

費
用
を
市
の
予
算
の
範
囲
内
で
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
区
な
ど
の
地
域

の
各
種
団
体
に
交
付
す
る
も
の
で
、

補
助
内
容
は
下
記
の
表
の
と
お
り

で
す
。

▲グリーンパーク通りのポケットパークはきれいな花で彩られている

 
●
緑
化
推
進
事
業

 　
　
　
　
　

補
助
金

▲第２回花いっぱいコンク
　ール最優秀賞のコトヒラ
工業㈱の花壇

限度額補　助　率対　象　経　費事　　業　　内　　容事　　業　　名

50万円8/10以内樹木の苗木
①地域コミュニティーの拠点整備とし
ての樹木の植栽１．コミュニティー

　　緑化推進事業　
  5万円

100平方メートルあ
たり管理費2,000円

緑地の保存経費（年額）
②地域コミュニティーの拠点として
300㎡ 以上の平地林の活用及び保全

10万円8/10以内花壇設置の材料
コミュニティー花壇の設置
（規模：3㎡ 以上）

２．コミュニティー
　花壇整備事業

10万円8/10以内
サルビア苗以外で奨励する花
苗・種子・球根及び肥料

花いっぱい運動における植栽
３．花いっぱい運動

奨励事業　

◆緑化推進事業補助金
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こ
の
補
助
金
は
、
花
と
緑
の
事

業
推
進
や
渇
水
お
よ
び
洪
水
の
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
雨
水
貯
留
槽
の
購
入
に
要

す
る
経
費
に
対
し
て
市
の
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。
補
助
内

容
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

 
●
生
垣
設
置
補
助
金

　

市
で
は
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
生
垣
設

置
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

生
垣
は
、
道
行
く
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
私
た
ち
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去

し
て
生
垣
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

地
震
の
際
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
く
生
垣
を
つ
く

り
た
い
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

撤
去
し
て
生
垣
に
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
補
助
内
容

は
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

▲緑あふれる生垣

限  度  額補　　　助　　　額内　　　　　　容

60,000円生垣の総延長に１mあたり3,000円を乗じた額１．新しく生垣を設置するとき。

50,000円
撤去の総面積に１㎡あたり
3,000円を乗じた額

撤去費用　　２．既存の塀などを撤去して生垣を設置するとき。
ただし、撤去の対象範囲は生垣の設置範囲とす
る。 60,000円

新しく生垣を設置するときに準
ずる。

生垣設置費用

※生垣設置補助金対象の範囲は、道路に面している生垣とします。

◆生垣設置補助金

 
●
雨
水
貯
留
槽

 　
　
　

設
置
補
助
金

補助金の額規模種類

本体価格の2分の１
　限度額：100,000円

1,000リットル以上中規模貯留槽

本体価格の2分の１
　限度額：35,000円

1,000リットル未満小規模貯留槽

◆雨水貯留槽設置補助金

▲グリーンキーパーの皆さんによる花の苗植え

▲新屋区花壇で行われた花いっぱい運動
オープニングセレモニー　　　　　

 
●
と
う
み

 　
　
　

花
の
種
銀
行

　

と
う
み
花
の
種
銀
行
は
、「
花

の
種
を
借
り
て
花
を
咲
か
せ
て
み

た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
を
対
象

に
、
花
の
種
を
貸
し
出
し
て
種
が

で
き
る
ま
で
育
て
て
い
た
だ
き
、

収
穫
で
き
た
種
の
う
ち
貸
し
出
し

相
当
分
を
返
却
し
て
い
た
だ
く
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
返
却

い
た
だ
い
た
種
（
利
子
）
は
、
翌

年
の
銀
行
の
元
金
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

口
座
開
設
の
資
格
と
条
件

・ 
東
御
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学

し
て
い
る
方 

・ 
花
を
咲
か
せ
る
場
所
を
確
保
で

き
る
方 

・
花
を
種
か
ら
育
て
、
愛
情
を

持
っ
て
管
理
で
き
る
方

・
本
事
業
を
営
利
目
的
と
し
な
い

方 
※
種
ま
き
か
ら
種
の
収
穫
ま
で
に

必
要
な
作
業
（
水
や
り
、
草
と

り
、
肥
料
、
種
と
り
等
）
は
、

す
べ
て
口
座
開
設
者
が
責
任
を

持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
、
栽
培
状
況
を
確
認

に
お
伺
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　

建
設
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　

�　

―
５
８
８
２

６４

▲雨水貯留槽
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金井　雅彦

齊藤　一弥

坂口真由美

坂口　麻里

清水　綾弥

新津　香代

丸山　和輝

�沢　宰佳

柳沢　浩晃

北澤　瑞紀

小見山めぐみ

白鳥　雅之

土屋　　玲

戸堀　　笑

成澤　昌志

廣澤　全紀

別府　　響

宮下えりか

持田かほり

�沢　沙織

山越　聖子

北澤　和貴

舩田　健志

柳橋　悠香

清水　光雄

飯島さおり

伊藤　高嶺

小林実佐子

西川　　修

宮澤　晃世

井上　大智

小野山絵里

小西　　渉

小山　将史

佐藤　鈴奈

須田　貴幸

三沢　啓一

櫻井　大然

楢原　　大

荒木由梨亜

上原絵里子

大塚恵理奈

塩崎　晋也

清水　洋明

清水　裕太

関　　和子

関　　健治

関　　永子

関　　力一

塚田　　涼

宮下　明菜

宮嶋　哲秀

山村　郁代

横山　程子

青山　孝志

加藤　崇樹

田中　淳也

田中　　瞳

田中　有希

田中由貴菜

武舎　仁司

武舎　昌司

出澤　英寛

押金　彩香

小池麻那美

櫻井　友和

竹内　　愛

横関　友美

掛野　有香

栗林　孝典

武舎　芳子

ガルガテ ラミレズ
ヨシタケミ

小池　美樹

今野　広大

前田　紗和

山岸久美香

山崎　　剛

麻生　里実

太田　有紀

荻原　健治

上條龍太郎

齋藤　広踏

花里　　潤

南澤　清一

宮�　　聡

森島　美樹

和田　　宏

押金香峰子

田村　祐貴

中村望紗子

深井恵美子

金井　勇人

北沢　公規

堀内のぞみ

小林　奈美

関　なつ美

竹花　文利

横澤　和哉

小田切拓也

武者　可織

上野　直樹

�橋　　茜

夏山　涼子

山邉　早樹

新井　翔太

赤尾　望美

工藤　正和

西田　亜美

丸山　浩輝

岩下　直也

岩下　　聖

関　　朋彰

翠川　翔子

翠川　寛子

宮坂知菜美

白倉　　翼

田丸あゆ美

亀田　裕文

白倉ゆかり

俵　　慎一

鳴沢　千尋

依田めぐ美

上別府　渡

依田　純哉

依田　千尋

田村　史織

中島　貴史

武井　一真

武井　浩祐

中山　有紀

鹿田ゆかり

比田井良介

安達　友香

小松　弘樹

畑田　慎一

井出　一彦

荻原　勝利

柄澤衣久美

柄澤　貴大

渡邉　正孝

和田　　雄

加藤　　芳

小林美友紀

中村　大輔

長濱　沙織

野元　勇二

大池かおり

清水さおり

武井　瑞紀

田村　守彦

廣井祐太郎

水科　　彰

真田　陽平

掛川　直樹

小山　千暁

傳田　絵美

渡邉　慎也

内川　賢一

山崎　　稔

青木　留美

岩下　志織

岡元　典子

菊地　沙穂

竹重　宇薫

竹重　絵美

竹重　孔明

緑川　春妃

田村　由美

飯嶋　裕樹

成澤　貴浩

戸塚　静子

（順不同
・敬称略）

　東御市に住所のある方で、今年度晴れて成人式を迎える

方は、上記の皆さん366名です。（市公民館調べ、６月20

日現在）今年度成人を迎える皆さんは、昭和61年４月２日

から昭和62年４月１日までに生まれた方が対象となって

います。

　なお、成人者で名前が載っていない方や東御市に住んで

いないけれども成人式に出席したい方は、７月１４日（金）ま

でに事務局（生涯学習係　TEL64－5885）まで連絡してく

ださい。 ▲平成１７年度成人式のようす
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上原　美幸

荻原　隆文

傘木　和也

金井美沙枝

久保田　誉

小平　祐太

小林　愛実

櫻井　貴人

�畑　　渉

竹内
ジョナタン

田中　　歩

星山　　望

堀内　静香

丸山　哲平

宮�　歩美

赤堀　　茜

石川　千秋

伊藤真奈美

小林　佳裕

佐藤　隆元

白鳥　　翔

土屋　知毅

中島　未恵

西澤　一成

花岡　愛美

馬場　俊樹

深町　美緒

星合　聖也

松沢　立夫

美齊津拓秀

三井　竜二

吉田　　禎

射手理恵子

岩下　　透

大塚　　源

木次　優希

栗原　正樹

小林　和矢

小林　広樹

小林　　文

酒巻　大樹

杉本　　匠

高野　　望

�橋てる美

爲谷　　泉

土山奈津子

中森　睦子

成澤　健太

花岡　健一

フォイ トーマス
アンソニー  ジュン

丸山　　徹

丸山　陽平

宮川　友美

�沢　光洋

山崎　幸映

山下　航平

依田　秀男

蓬田　　徹

加藤小百合

唐沢亜由美

竹田　遥香

花岡　裕太

松沢　美幸

横尾　俊輔

依田さつき

依田ゆかり

阿部くるみ

五十嵐　翔

上原　卓也

太田　利史

北沢　和美

北村　弘明

黒岩　政規

小泉さゆり

城下　陽奈

関　　千草

田口　美冴

所　あさ美

中村　悦子

眞嶋のぞみ

松本亜希乃

丸山みさき

児玉　詩織

小林　篤史

高橋　裕太

　矢　幸菜

宮原　　優

山極　大輝

岩舩麻衣子

�澤　淳也

恩田　侑馬

中澤　仁美

萩原　聡哉

石坂　和貴

�橋　健太

田口亜里紗

田口　沙紀

田口　　望

柳澤佳奈子

阿部和佳奈

稲葉　早紀

加藤紗那絵

北川のどか

小林　隆人

佐藤安由美

佐藤　幸治

下村　昌之

鈴木　英子

春原　一絵

高橋　　光

塚田　静枝

土屋　裕美

土屋　桃子

中原　美穂

長谷川友二

星野　祥子

横山　祐奈

相蘇　里香

秋山　可織

五十嵐奈津季

市川　紗代

岩下　大輝

佐藤　達也

春原　大輔

ソナン　カゲ
クリスタン アルフォ

滝澤安友実

寺島　　光

中澤　知雪

黒木　裕志

佐藤　精一

長岡　裕子

ニナ カワゾエ
アントニー

別府明日加

山崎シンジ

李　ひとみ

小野澤絵理

竹内　壽一

小川原絵里

大村　佳代

大村友美恵

荻原　友徳

小野澤雄介

小野澤佑哉

�藤　一貴

�藤　伸二

花岡ひとみ

山口　広介

石川　　勇

植村　　聡

内川美知子

�澤　直幹

齋藤　武志

歳桃　博美

坂井　瑠美

中島　美貴

渡辺　祐貴

大井　幸盛

小野澤　舞

堀　　充幸

柳澤　舞子

小川みさき

倉嶌　辰也

�原まゆみ

�見澤志穂

谷口　桃子

土屋　慶和

沼田真奈美

南沢　香澄

宮下　友里

�澤　進也

山浦　翔太

佐藤　達弥

土屋　勇樹

花岡かおり

花岡　貴絵

花岡　佳祐

青山　郁実

荒川　直樹

神津　春香

小林ちひろ

佐藤あゆみ

清水香南子

田中　希望

山口　慎平

相塲　秀治

コイケ エイジ
ジュニオール

小林　大士

櫻井　健二

清水　香織

白石啓太朗

田中　美帆

中村　小夏

野口　美祥

飯�千恵美

荻原　大輔

晴れの門出 成人式
  日　時：８月15日（火）　午後１時から

  場　所：サンテラスホールにて

  主　催：東御市公民館

　  　　　成人式実行委員会



6（２００６年７月）

　

平
成　

年
５
月　

日
、
青
少
年
環
境
浄
化
研
究
委

１８

２９

員
会
正
副
会
長
よ
り
市
長
へ
３
つ
の
方
策
が
提
言
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
提
言
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

  
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
経
過

○
第
1
期
（
H　

・
１
月
〜
3
月
）

１７

　

青
少
年
環
境
浄
化
研
究
委
員
会

　

県
青
少
年
支
援
主
事
南
雲
寿
光
氏
、
中
央
大
学
法

学
部
藤
本
哲
也
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
長

野
市
視
察
な
ど
5
回
の
委
員
会
を
開
催
。
平
成　

年
１７

3
月　

日
に
市
長
へ
報
告
し
、
４
つ
の
方
策
を
提
言

３０

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

←

○
第
2
期
（
H　

・
9
月
〜
H　

・
3
月
）

１８

１９

　

青
少
年
環
境
浄
化
研
究
委
員
会

　

県
青
少
年
支
援
主
事
清
水
英
明
氏
、
中
央
大
学
法

学
部
藤
本
哲
也
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
群

馬
県
視
察
な
ど
7
回
の
委
員
会
、
2
回
の
専
門
委
員

会
、　

回
の
分
科
会
を
開
催
。
分
科
会
の
結
果
を
も

１５

と
に
提
言
を
ま
と
め
た
。

　

３
つ
の
提
言

〈
研
究
委
員
会
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
〉

＊
東
御
市
は
有
害
図
書
等
自
動
販
売
機
の
台
数
が
県
下
で
最
も
多
い
地
域
で
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
し
て
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。

＊
将
来
に
渡
っ
て
青
少
年
を
根
底
か
ら
守
り
育
て
る
た
め
に
は
、
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
「
青
少
年
を
心
豊
か
に
健
全
育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
大

切
で
す
。

　

●
提
言
１
●

　
　
　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
全
市
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、「
青
少
年
健
全
育
成

都
市
」
を
市
と
し
て
宣
言
す
る
。

　
　

（
行
政
と
市
民
の
健
全
育
成
に
対
す
る
責
務
と
課
題
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。）

　

●
提
言
２
●

　
　
　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
を
中
心
と
し
た
全
市
的
、
地
域
的
な
継
続
性
の
あ
る

環
境
浄
化
活
動
を
推
進
す
る
。

　
　

（
全
市
的
、
地
域
的
の
両
面
か
ら
、
効
果
的
な
環
境
浄
化
活
動
推
進
を
図
り
ま

す
。）

　

●
提
言
３
●

　
　
　

東
御
市
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
制
定
を
切
望
す
る
。

　
　

（
青
少
年
保
護
育
成
条
例
は
健
全
育
成
全
般
の
推
進
根
拠
と
な
る
た
め
、
住
民

運
動
の
後
ろ
盾
と
な
り
、
環
境
浄
化
活
動
に
有
効
で
す
。）

～東御市の次代を担う青少年の心豊かで健全な成長を　
　　　守り育てるための社会環境浄化の方策について～

青少年環境浄化
  研究委員会からの提言▲提言書が市長に手渡されました

（５月29日）



7

とうみ

（２００６年７月）

○
各
分
科
会
調
査
結
果

・
有
害
環
境
分
科
会

　

有
害
環
境
分
科
会
で
は
市
内
や

市
外
の
施
設
、
自
販
機
コ
ー
ナ
ー

を
現
地
調
査
し
ま
し
た
。

※
有
害
自
販
機
の
中
に
は
、
ビ
デ

オ
・
D
V
D
の
ほ
か
に
、
性
的

刺
激
を
過
剰
に
誘
発
す
る
玩
具

類
が
多
く
収
納
さ
れ
て
い
る

※
最
近
で
は
幼
さ
の
残
る
少
女
や

学
生
の
よ
う
な
女
性
が
表
紙
と

な
る
商
品
も
多
い

※
有
害
自
販
機
コ
ー
ナ
ー
の
周
辺

は
商
品
や
ご
み
の
不
法
投
棄
が

後
を
絶
た
ず
大
変
汚
れ
て
い
る

※
全
県
で
昨
年
か
ら
自
販
機
の
総

数
が　

台
増
加
し
、
そ
の
う
ち

３７

　

台
が
上
小
地
域
で
あ
る

３２
※
東
御
市
の
自
販
機
増
加
は　

台
１３

で
あ
る

　

以
上
か
ら
青
少
年
の
健
全
育
成

に
大
変
憂
慮
さ
れ
る
現
状
で
あ
る
。

・
住
民
運
動
分
科
会

　

住
民
運
動
分
科
会
で
は
、
全
国

の
撤
去
成
功
事
例
の
研
究
、
完
全

撤
去
を
実
現
さ
せ
た
飯
島
町
の
視

察
を
通
し
て
効
果
的
な
住
民
運
動

の
構
築
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
ま

し
た
。

　

効
果
的
・
効
率
的
な
住
民
運
動

の
構
築
に
は

※
「
青
少
年
健
全
育
成
都
市
」
の

宣
言

※
青
少
年
健
全
育
成
を
推
進
す
る

ま
ち
づ
く
り

※
粘
り
強
い
撤
去
要
請
活
動
を
推

進
す
る
地
域
づ
く
り

の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

滋
野
地
区
で
は
、
新
規
設
置
さ

れ
た
有
害
自
販
機
に
関
し
て
、
署

名
運
動
や
立
て
看
板
を
設
置
す
る

な
ど
住
民
運
動
を
展
開
し
、
自
販

機
の
半
数
が
撤
去
さ
れ
た
。
各
地

区
で
も
粘
り
強
い
活
動
の
展
開
が

望
ま
れ
る
。

・
条
例
分
科
会

　

条
例
分
科
会
で
は
、
長
野
市
と

群
馬
県
の
青
少
年
保
護
育
成
条
例

の
資
料
を
通
し
て
、
条
例
の
効
果

に
つ
い
て
比
較
研
究
し
ま
し
た
。

※
青
少
年
保
護
育
成
条
例
は
環
境

浄
化
の
ほ
か
、
性
犯
罪
か
ら
青

少
年
を
守
る
な
ど
健
全
育
成
の

一
助
と
な
る

※
規
則
・
罰
則
な
ど
は
有
害
自
販

機
設
置
の
抑
止
力
に
な
る

※
自
販
機
の
届
出
制
な
ど
に
よ
り

所
有
者
・
設
置
者
が
わ
か
る

※
条
例
は
環
境
を
浄
化
す
る
住
民

運
動
の
後
ろ
盾
に
な
る

　

以
上
３
分
科
会
の
調
査
結
果
を

も
と
に
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。

▲

滋
野
地
区
に
設
置
さ
れ
た
立
て
看
板

東御市青少年環境
浄化研究委員会

会　長：下村　和彦

副会長：栗原　陽子

委　員：池田　亮一

　　　　市毛　真弓

　　　　金井　　勝

　　　　川上　貞子

　　　　小林　將喜

　　　　塩野入靖夫

　　　　清水　俊文

　　　　土屋　省吾

　　　　中村ヨシ子

　　　　別府　基規

　　　　増田　勝仁

　　　　丸山　良知

　　　　村田　尚志

　環境浄化は大人の責務
東御市青少年環境浄化研究委員会会長　下村　和彦　

　市長から委嘱を受けた私共15名は、青少年の健全育成および保護育成に関する環

境浄化について、全員が力を合わせてこの難題に向き合いました。出来るだけ視野

を広くして精力的に実態把握し、様々な考え方を積極的に出し合って共通理解をし

ました。

　４７都道府県の中で、長野県だけ青少年保護育成条例がありません。研究委員会では

青少年を取り巻く環境の浄化が極めて必要であると同時に、価値観が多様化・複雑化

した社会の中で、条例は環境浄化や健全育成に有効であり、一定の法的規制は肝要と

考えました。

　併せて、当然のことながら、住民運動のさらなる盛り上がりを欠かすことはでき

ません。青少年が心豊かに

たくましく健やかに成長す

るためのより良い社会環境

づくりは大人の責務である

ということを再認識し、今

こそ粘り強く行動していく

べきではないでしょうか。

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

�　

―
５
８
８
５

６４

▲自販機周辺に散乱するゴミ
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誕生日おめでとう！
　　　　　　 （ 7 月生まれ）

 三  浦 　 真 侑   ちゃん（加沢）
み うら ま ゆ

（1歳、H17.7.3生）

　真侑、お誕生日おめでとう。いつも元気

いっぱいで、ニコニコ笑ってくれる真侑。そ

んな真侑が大好き！ステキな女の子になって

下さいネ。

 山  � 　
やま ざき

 亮 汰
りょう

   くん（常田）
た

（1歳、H17.7.3生）

　亮くんのかわいい笑顔がパパとママの何よ

りの宝物だよ。これからも一緒に成長しよう

ね。お誕生日おめでとう。

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�

�
�

☆募集します!!☆　（対象者８月生まれの３歳まで）　写真・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・生年月日・性別・ＴＥＬ・
コメント５０字程度を添えて企画課広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。締め切りは、７月12日（水）必着。

（２００６年７月）

 堀  場  翔 斗   くん・
ほり ば かい と

 咲 吏   ちゃん（曽根）
さ り

（1歳、H17.7.6生）    （3歳、H15.7.24生）

　おてんばでキズが絶えない咲吏と見

ているだけで和む翔斗。これからもお

姉ちゃんと仲良く元気に育ってね。

 菊  田 　 彩 香   ちゃん（常田）
きく た あや か

（1歳、H17.7.4生）

　１歳のお誕生日おめでとう！いつも笑顔の

かわいい女の子でいてネ。彩香の成長がとっ

ても楽しみです。

 油  井 　 智 夏   ちゃん（片羽）
ゆ い ち なつ

（1歳、H17.7.16生）

　お誕生日おめでとう！いつも元気で愉快な

智夏。 これからもお父さんとお母さんにた

くさんの笑顔をくださいね♪

 �  見  澤 　愛   ちゃん（新張）
たか み ざわ まな

（1歳、H17.7.16生）

　お誕生日おめでとう。まなの笑顔をみてる

と幸せな気持ちになるよ�その笑顔でたくさ

んの人を幸せにしてあげてね�

 松  木  野  々  花   ちゃん（海善寺北）
まつ き の の か

（1歳、H17.7.23生）

　お誕生日おめでとう。今日まで何ごともな

く健康にすくすくと育ってくれました。これ

からも、元気で明るいののかでいてね。

 寺  尾 　
てら お

 竜 輝
りゅう

   くん（曽根）
き

（1歳、H17.7.22生）

　１歳のお誕生日おめでとう！いつもニコニ

コ癒し系の竜ちゃん。これからもとびっきり

の笑顔でみんなを幸せにしてね�

 阿  部 ひまりちゃん（常田）
あ べ

（2歳、H16.7.6生）

　ハッピーバースデーひまりん�いつき兄

ちゃんはひまと結婚したいって��みんな

キュートなあなたが大好きよ♪

 岡  部 　 七 海   ちゃん（日向が丘）
おか べ なな み

（1歳、H17.7.27生）

　気が遠くなる程長く、瞬きする間のように

短かった気がするこの一年。今改めて君に伝

えたい。「生まれてきてくれて、ありがとう」

 脇  中 　 夕 渚   ちゃん（栗林）
わき なか せ な

（2歳、H16.7.9生）

　２歳のお誕生日おめでとう♪もうじきお姉

ちゃんになる夕渚ちゃん�これからも毎日元

気に過ごそうね。

 金  井 　
かな い

 琉 真
りゅう

   くん（東町）
ま

（2歳、H16.7.7生）

　さわお姉ちゃんが大好きなりゅうま、２歳

おめでとう♪車好きで救急車・バス・軽トラッ

ク？がお気に入り。これからもたくさん笑顔

をみせてね。

 飯  島 　　龍
いい じま

   くん（加沢）
りゅう

（3歳、H15.7.29生）

　芸人の物まねをしてみんなを笑わせてくれ

るお茶目な龍♪めざせお笑い芸人�

 中  村 　 歩 夢   くん（田之尻）
なか むら あゆ む

（3歳、H15.7.23生）
　あっくん、お誕生日おめでとう♪毎日成長
し、ますます〝やんちゃ〟になっていくね。
お外で遊ぶ事と戦いごっこが大好きなんだよ
ね�お友達と仲良く、みんなを大切に夢にむ
かって歩いてください。パパママ
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珍
し
い

 
六
ッ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

（
コ
メ
ン
ト
）

　

私
は
東
京
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

生
ま
れ
故
郷
の
東
御
市
は
い
つ
に

な
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い

つ
も
市
報
を
楽
し
み
に
見
て
い
ま

す
。
先
日
、
愛
犬
と
散
歩
を
し
て

い
る
途
中
、
六
ツ
葉
や
五
ツ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。

珍
し
い
ク
ロ
ー
バ
ー
の
発
見
に
、

疲
れ
も
忘
れ
て
う
き
う
き
し
て
家

へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
�
藤
榮
治
郎
）
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とうみ

（２００６年７月）

　

数
年
前
か
ら
、
新
聞
な
ど
で
「
障

害
者
」
を
「
障
が
い
�

�

者
」
と
す
る
表

記
に
お
目
に
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
気
に
も
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
な
ぜ
「
障
が�

い�
者
」
と
、
ひ
ら
が
な
表
記
に
し
た

の
で
し
ょ
う
。

　

問
題
は
「
障
害
者
」
の
「
害�
」
に

あ
る
よ
う
で
す
。「
害
」は
よ
く
な
い

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
そ
し
て
、

「
障
害
、
障
害
」（「
身
障
」
も
同
様

に
）
と
い
っ
て
バ
カ
に
す
る
心
な
い

大
人
の
言
葉
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
わ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
障
害
者
」
に
対
す
る
配
慮
を
考
え

て
、
ひ
ら
が
な
表
記
に
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
改
め
て
「
し
ょ
う
が

い
」
を
辞
書
で
ひ
く
と
、
障
害
、
障

 
碍 
、
障 
礙 
が
あ
り
ま
す
。
▼
印
は
常

▼ 

▼

用
漢
字
表
に
は
な
い
文
字
と
い
う
こ

と
で
す
。
過
去
に
使
わ
れ
て
い
た

「
障
碍
者
」
の
表
記
が
、
常
用
漢
字

表
に
な
い
こ
と
で
、「
障
害�
者
」
と
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

『
人
権
』
の
基
本
は
、「
ひ
と
の
い

や
が
る
こ
と
は
し
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
当
事
者
が
不
快
に

思
う
表
記
だ
と
し
て
「
障
が
い
�

�

者
」

と
し
た
と
し
て
も
、
漢
字
が
意
味
を

表
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
が
い
�

�

」
を
「
害�
」

と
し
て
読
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
漢

字
を
単
に
ひ
ら
が
な
に
し
て
も
意
味

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
漢
字

よ
り
は
当
た
り
が
や
わ
ら
か
と
い
う

利
点
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
…
。

　

し
か
し
、「
障
が
い
�

�

者
」
は
「
障

害�
者
」
の
文
字
で
し
か
な
く
、
不
快

感
を
抱
か
せ
ま
す
。
常
用
漢
字
表
の

次
元
で
は
な
く
、『
人
権
』
の
次
元
で

考
え
て
「
碍�
」
を
つ
か
っ
て
「
ガ
イ
�

�

」

と
ル
ビ
を
ふ
る
こ
と
で
、
当
事
者
の

思
い
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
常
用
漢
字
表
へ
の

復
活
を
願
っ
て
「
障 
碍 
者
」
と
表
記

ガ
イ

す
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
当
事
者
に
対

す
る
真
の
配
慮
、
血
の
通
っ
た
人
権

感
覚
の
姿
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
。
今
後
は
、
障
害
者
団
体
な
ど
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

【
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
も

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
会
議
な
ど
で
ご
利
用

さ
れ
る
皆
さ
ん
、
節
電
・
節
水
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
】

�材料（４人分）
米 …………………………………３カップ
こんぶ  ………………………………10㎝
水（又はだし汁）  ………３カップと�強
ゆでた筍  ……………………………300g
油揚げ …………………………………１枚
しょう油、酒 ………………各大さじ３杯
塩 …………………………………小さじ�

�作り方
①米は炊く１時間前に手早くとぎ、水に
こんぶを入れてつけておく。

②ゆでた筍は薄切りに、油揚げは熱湯で
油抜きし細めの短冊切りにする。

③●１ に●２ を入れ、しょう油、酒、塩を加
えてさっと混ぜ合わせてから炊く。

＝筍ごはん＝
簡単でおいしい炊き込みご飯です。
（市販のゆで筍を使う場合は、
　　　　 一度湯がいてください。）

④

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

地
域
の
再
発
見
に
一
役
買
う

 
和
地
区

  
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
行

　

和
地
区
活
性
化
委
員
会
（
神
津

敬
次
会
長
）
が
行
っ
て
い
た
「
和

地
区
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
編
さ
ん

が
終
わ
っ
て
発
行
と
な
り
、
和
地

区
の
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
和
地

区
に
あ
る
観
光
名
所
や
旧
跡
な
ど

　

点
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
編

３８さ
ん
は
平
成　

年
に
始
ま
り
、
情

１６

報
収
集
や
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る

現
地
調
査
な
ど
精
力
的
な
活
動
の

結
果
、
Ａ
４
版　

ペ
ー
ジ
の
冊
子

４２

に
な
り
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
出

澤
保
則
編
集
委
員
長
は
「
こ
の
冊

子
が
地
域
を
見
つ
め
る
よ
い
機
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
記
事
の

選
定
、
取
材
、
校
正
な
ど
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
お

こ
し
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い

で
す
ね
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
一
般
向
け
の
頒
布
に
つ
い
て
は

お
知
ら
せ
版
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）
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三
十
秒

　
　
　
　

東
部
中
学
校  
三
年

　
 
大  
井  
亜  
祐 
実
   
　

お
お 

い 

あ 

ゆ 

み

　
　
　
    　

（
奈
良
原
）  

　

５
月　

日
、
私
た
ち
三
年
生
に

１７

と
っ
て
は
、
最
後
の
東
信
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

去
年
、
私
は
あ
と
少
し
と
い
う
と

こ
ろ
で
県
大
会
を
逃
し
、
悔
し
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
な
の
で
、「
今
年

は
負
け
な
い
。
他
の
人
に
も
、
自
分

自
身
に
も
。」そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ

ト
ス
パ
ー
ト
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
、

な
ん
と
か
県
大
会
出
場
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
も
、
今
年
か
ら
黙
想
を
す

る
時
間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
清
掃

を
す
る
前
に
、
た
っ
た
三
十
秒
。
こ

れ
だ
け
の
こ
と
で
す
が
、
最
近
で
は

「
黙
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
、

私
語
が
減
っ
た
。」と
い
う
先
生
方
の

声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　

無
心
に
か
え
り
、
黙
っ
て
思
い
に

ふ
け
る
黙
想
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
す
が
、
東
信
大
会
を
と
お

し
て
、
そ
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　  
児
童
会
長
に
な
っ
て

　
　
　

滋
野
小
学
校  
六
年

　
 
内  
山 　
 
皓 
介
   
　

う
ち 
や
ま 

こ
う 
す
け

　
　
　
　

（
中
屋
敷
）

　

今
年
の
滋
野
小
学
校
の
児
童
会
大

目
標
は
「
み
ん
な
仲
良
く
明
る
い
学

校
」
で
す
。
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ

ば
悲
し
む
人
が
い
な
く
な
っ
て
楽
し

く
明
る
い
学
校
に
な
る
と
思
う
の
で
、

こ
の
目
標
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

の
活
動
の
計
画
を
た
て
て
実
行
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
一
度
失
敗
し
た
ら
次
は
同

じ
事
を
繰
り
返
さ
な
い
な
ど
、
そ
の

失
敗
を
生
か
し
て
一
年
間
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

　 
楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行

　
　
　

滋
野
小
学
校  
六
年

　
 
飯  
嶋 　
 
彩 
水
   
　

い
い 
じ
ま 

あ
や 

み

　
　
　
　

（
片
羽
）

　

小
学
校
最
大
行
事
の
修
学
旅
行
で

は
、
特
に
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
私
が
一
番

気
に
入
っ
た
の

は
、
バ
イ
キ
ン

グ
と
い
う
船
で

す
。
ス
リ
ル
た

っ
ぷ
り
で
、
三

回
ぐ
ら
い
乗
り

ま
し
た
。
乗
っ

た
ら
や
み
つ
き

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
楽
し
か

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、「
黙
想
」
を
し
ま
し

た
。
精
神
統
一
と
い
っ
て
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
回
の
走

り
を
ど
の
よ
う
に
走
る
の
か
。
前
の

人
に
つ
い
て
い
く
。
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
を
ど
こ
か
ら
に
し
よ
う
か
、
と
自

分
の
納
得
が
い
く
ま
で
考
え
ま
し
た
。

今
、
考
え
て
み
る
と
黙
想
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
が
何
を
す
る
べ
き

な
の
か
が
明
白
に
な
っ
て
、
競
技
に

集
中
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

結
果
は
、
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
少

し
焦
り
ま
し
た
が
、
前
の
人
に
で
き

る
だ
け
つ
い
て
い
く
こ
と
も
、
ラ
ス

（２００６年７月）

  

保
育
キ
ー
パ
ー
の
活
躍

　

新
入
園
児
の
泣
き
声
と
一
緒
に
ス

タ
ー
ト
し
た
４
月
で
し
た
が
、
今
で

は
皆
な
じ
ん
で
、
一
人
ひ
と
り
が
楽

し
く
生
活
で
き
る
場
へ
と
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
職
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
保
育
キ
ー
パ
ー
の
通
称

「
ナ
ル
先
生
」
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

成
澤
和
雄
さ
ん
（
大
川
）
は
、
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
仕
事
ぶ
り
で
、

職
員
、
子
ど
も
た
ち
全
て
に
頼
り
に

さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
人
生
の
大

先
輩
。
職
員
に
と
っ
て
は
父
親
の
よ

う
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
良

き
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

頭
の
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
と
本
気
で
遊
ぶ
ナ
ル
先
生
は
い

う
ま
で
も
な
く
子
ど
も
た
ち
の
人
気

者
。
良
く
な
い
こ
と
を
し
て
叱
ら
れ

て
も
、
す
ぐ
そ
ば
に
よ
っ
て
い
き
ま

す
。
朝
は
誰
よ
り
も
早
く
出
勤
し
、

砂
場
を
掘
り
起
こ
し
て
遊
び
た
く
な

る
よ
う
な
形
に
砂
を
盛
り
上
げ
た
り
、

園
庭
の
整
備
を
し
た
り
す
る
の
が
日

課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
年
長
児
の
「
卒
園
式
ま
で

に
全
員
が
一
輪
車
に
乗
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
い
う
目
標
を
達
成
で

き
た
か
げ
に
は
、
ナ
ル
先
生
の
毎
日

の
援
助
と
、
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の

練
習
機
を
開
発
し
た
こ
と
が
、
卒
園

式
に
お
け
る
感
動
の
一
輪
車
入
場
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

保
育
キ
ー
パ
ー
の
一
番
の
仕
事
は
、

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
る
こ
と
で
す

が
、
ほ
か
に
機
械
の
修
理
や
畑
仕
事
、

園
の
清
掃
な
ど
こ
な
す
仕
事
は
数
え

上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

困
っ
た
こ
と
や
お
願
い
し
た
い
こ
と

の
数
々
に
、
ま
る
で
ア
イ
デ
ア
の

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
引
出
し
を
持
つ

か
の
よ
う
に
何
で
も
や
り
と
げ
る
ナ

ル
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
職
員
に
と
っ
て
も
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

日
も
子
ど
も
た
ち
は
保
育
キ
ー
パ
ー

の
温
か
い
ま
な
ざ
し
の
も
と
元
気
に

遊
ん
で
い
ま
す
。

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

▼▼

学
校
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り
▲▲

っ
た
シ
ー
パ
ラ
で
友
達
と
一
緒
に
遊

び
た
い
で
す
。
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とうみ

（２００６年７月）

　

５
月　

日
、
平
成　

年
市
議
会
第

３１

１８

２
回
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
こ

の
定
例
会
で
は
、
新
た
に
制
定
す
る

条
例
案
、
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
、

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の

承
認
な
ど　

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し

２１

た
。

　

６
月
８
・
９
日
に
は
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、　

名
の
議
員
が
質
問
を
し

１３

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
９
日
に
は
北
御

牧
小
学
校
６
年
生
松
組
（　

名
）
の

２６

児
童
が
傍
聴
し
、
感
想
を
書
き
な
が

ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
議
案
を
原
案
通
り

可
決
・
承
認
し
、
本
定
例
会
は
６
月

　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

１６の
定
例
会
に
お
い
て
議
会
に
議
会
改

革
特
別
委
員
会（
依
田
政
雄
委
員
長
）

が
設
置
さ
れ
、
９
名
の
委
員
で
調

査
・
審
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
詳
し
く
は
８
月
発
行
の
議

会
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

　

東
御
市
が
誕
生
し
て
か
ら
３
年
目

を
迎
え
、
総
合
計
画
に
沿
う
個
別
計

画
の
策
定
も
順
調
に
進
み
、
市
の
礎

が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
状
況
は
不
透
明
で
、
安
心
・
安

全
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

方
分
権
の
実
現
と
足
腰
の
強
い
財
政

基
盤
の
構
築
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
田
中
地
区
の
８
会

１２

２１

場
に
お
い
て
人
権
啓
発
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
合

わ
せ
て
約
１
９
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
会
は
外
国
人
の
人
権
に
関
す
る
話

題
を
取
り
上
げ
、
北
信
地
方
に
住
む
タ
ン
ザ
ニ
ア

出
身
の
女
性
の
体
験
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
に
よ
る
積
極
的
な

意
見
交
換
が
さ
れ
、
普
段
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
人

間
は
国
籍
や
肌
の
色
で
差
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
人
間
の
価
値
は
皆
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
は
「
は
じ
め
は
気
お
く
れ
し
て

い
ま
し
た
が
、
参
加
し
て
み
る
と
気
軽
に
話
が
で

き
て
、
い
い
学
習
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
７
月
に
は
北
御
牧
地
区
の　

会
場
で
学

１２

習
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
日
程
は
６
月　
１５

日
発
行
お
知
ら
せ
版　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

１０

　

６
月　

日
、
市
役
所
に
お
い
て
「
東
御
市
（
田

１５

中
・
滋
野
・
祢
津
・
和
地
区
）
防
犯
指
導
員
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
各
区
の
防
犯
指
導
員
な
ど

約　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

６０

　

は
じ
め
に
各
地
区
の
防
犯
指
導
員
班
長
を
代

表
し
て
、
小
山 
峻 
さ
ん
が
「
最
近
も
近
所
で
忍

た
か
し

び
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
心
が
け

で
地
域
の
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
市
内
を
中
心
に
活
動
す
る
上
小
防
犯

協
会
連
合
会
東
御
地
区
女
性
部（
防
犯
女
性
部
）

の
紹
介
が
あ
り
、
ま
た
事
務
局
か
ら
防
犯
指
導
員

の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
田
警
察
署
生
活
安
全
課
長
の
唐

澤
栄
二
さ
ん
、
同
署
東
御
市
交
番
所
長
の
薩
田

牧
夫
さ
ん
を
講
師
と
し
た
防
犯
講
話
が
行
わ
れ
、

身
近
で
発
生
し
て
い
る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
者
は
安
全
を

守
る
意
気
込
み
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

 
平
成　

年
市
議
会

１８

　
    
第
２
回
定
例
会 　

議
案
を
可
決

２１

  
人
権
啓
発
学
習
会

　
　
  
（
田
中
地
区
）
開
催

 
東
御
市

　

（
田
中
・
滋
野 
・
祢
津
・
和
地
区
）

 　

防
犯
指
導
員
会
議
開
催

▲開会のようす（５月３１日）

▲小学生が傍聴しました（６月９日）

▲西海野公民館での学習会

▲メモをとりながら聞く防犯指導員
さ
っ 

た
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あ
ら
た
め
て
京
都
議
定
書
の
意

義
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
Ｃ
Ｏ
２

の
排

出
量
が
多
い
ア
メ
リ
カ
、
そ
し

て
成
長
著
し
い
中
国
が
批
准
し

て
お
ら
ず
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

つ
い
に
き
た
か
と
自
治
体
関

係
者
に
衝
撃
が
走
っ
た
の
が
、

夕
張
市
の
財
政
再
建
団
体
の
申

請
で
あ
り
ま
す
。
１
９
９
２
年

の
福
岡
県
赤
池
町
の
指
定
以
来

　

年
ぶ
り
の
再
建
団
体
の
申
請

１４と
の
こ
と
で
す
。
夕
張
市
は
１

１
０
億
ほ
ど
の
一
般
会
計
に
対

し
負
債
額
は
短
期
借
入
金
が
２

９
０
億
強
、
地
方
債
や
第
三
セ

ク
タ
ー
へ
の
損
失
補
償
が
約
５

０
０
億
円
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
東
御
市
も
こ
れ
を
他
山
の

石
と
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
行

財
政
改
革
を
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
梅
雨
は
、
当
初
は
雨

が
少
な
く
心
配
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
適
度
な
お
湿
り
で
作

物
も
順
調
に
生
育
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
南

北
に
長
い
日
本
列
島
、
低
温
の

影
響
で
作
物
の
生
育
が
悪
く
野

菜
の
高
値
が
続
き
、
消
費
者
を

悩
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
異
常
気
象
と
言
う

言
葉
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
か

に
歴
史
に
残
る
よ
う
な
世
界
的

規
模
の
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
は
っ
き
り

し
た
原
因
は
不
明
で
あ
り
ま
す

が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
ひ

と
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の

は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
中
、 №23

温泉利用制度一部改定のお知らせ
年間利用券4万円で4施設利用できるようになります

　現在市内４つの温泉施設（御牧乃湯・明神館・湯楽里館・ゆうふるtanaka）は、大勢の皆さんにご利用いた

だいております。温泉施設をさらに身近なものとしてご利用いただくために、平成18年10月1日から温泉利用

制度の一部改定をします。7月号では主な変更内容を掲載しますが、詳細については今後お知らせ版で掲載し

ます。

■主な改定内容（平成18年10月1日施行）

（注１）施設ごとの会員券は、平成18年9月30日までの購入が可能で改定後も有効期限内の使用はできます。

（注２）温泉年間利用・半年利用券は、1人の料金で大人・小人の区分はありません。

（注３）湯楽里館・ゆうふるtankanaの現行の回数券は、改定後も現行制度の内容により使用できます。

（注４）ゆうふるtanakaのスポーツゾーンは改定後も16歳未満の使用はできません。

●問い合せ先　企画課企画調整係　�64－5893

改　　定　　後現　　　　　行改定項目対象施設

廃止し温泉利用券に移行施設ごとで会員券を発券会員券（注１）

４施設共通 温泉年間利用券40,000円（4施設利用可）

温泉半年利用券22,000円（　　 〃　　 ）
制度なし（施設ごと会員券で対応）

温泉利用券の

新設（注２）

午前10時から午後10時まで

１回券大人500円、小人300円

11回券大人5,000円、小人3,000円

午前10時から午後8時まで

１回券大人700円、小人400円

11回券大人7,000円、小人4,000円

午後8時から午後10時まで右欄の価格

回数券

（エクササイズ

スパゾーン）

の値下げ（注3）

ゆうふるtanaka

中学生以上を大人

小学生を小人

16歳以上を大人

6歳以上16歳未満を小人

入館年齢の変更

（注4）

ゆうふるtanaka

湯楽里館

御牧乃湯：小人11回券2,000円

明神館：小人11回券3,000円
大人のみで小人11回券なし

小人11回券の新

設

御牧乃湯

明神館



 とうみチャンネル10月スタート！  ③

デジタル放送について Q＆A

　東御市の行政情報がご覧いただける「とうみチャンネ

ル」と北御牧地区のデジタル放送が、この10月にスター

トします。

「デジタル放送」・「とうみチャンネル」については数多

くの質問が寄せられています。今回は、デジタル放送に

ついていくつかの質問にお答えします。

  デジタル放送Q＆A
Ｑ１　デジタル放送でなにが変わるの？

Ａ１　デジタル放送になるとハイビジョン画質、臨場感あふれる音声、

双方向通信、電子番組表など多くのサービスが受けられます。また

映像・音声の信号を圧縮して多くのデータを流すことができるので、現

在のアナログ放送で使っている電波を整理し、空いたところに次世代通信に

使う電波を割り当てることができるなど、電波の有効活用ができます。「とうみ

チャンネル」もデジタル化により開設が可能になります。

Ｑ２　デジタル放送やとうみチャンネルは、どうすれば見られるの？

Ａ２　ケーブルテレビに加入している方は、ケーブルテレビ専用デジタルチューナーのセットトップ

ボックス（以下ＳＴＢ）を取り付ければデジタル放送がご覧いただけます。

　　　（ケーブルテレビ以外で視聴いただく場合は、アンテナを設置して視聴いただくようになります。ま

たこの場合、「とうみチャンネル」はご覧いただけません。）

Ｑ３　今のテレビは使えないの？

Ａ３　ＳＴＢを付けるだけで、今お使いのテレビでもデジタル放送をお楽しみいただけます。（ハイビジョ

ン画質ではありません。）

Ｑ４　家にテレビが3台ありますが、ＳＴＢは何台必要になりますか？

Ａ４　ＳＴＢはテレビ1台につき1台必要です。全てのテレビでデジタル放送をご覧いただく場合は3台それ

ぞれに必要となります。

Ｑ５　上田ケーブルビジョンに加入し、地上デジタル放送対応のテレビを持っています。ＳＴＢ

は必要になりますか？

Ａ５　この場合、ＳＴＢがなくても地上デジタル放送だけはご覧いただくことができます。

「とうみチャンネル」やＢＳ・ＣＳデジタル放送をご覧いただくにはＳＴＢが

必要となります。（テレビに内蔵されているBS・CSデジタルチューナーは、

アンテナ用です。ケーブルテレビ経由ではお使いいただけません。）

●デジタル放送、とうみチャンネルについてのお問い合わせは
東部地区のみなさん  ：㈱上田ケーブルビジョン　�23－1600
北御牧地区のみなさん：みまきケーブルテレビ　�67－2981

13 （２００６年７月）
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
帝
都
衛
星
軌
道
…
島
田　

荘
司
・
著

�
聞
き
屋
与
平
―
江
戸
夜
咄
草
―

　
　
　
　
　
　

…
…
宇
江
佐
真
理
・
著

�
お
火
役
凶
状
…
…
澤
田
ふ
じ
子
・
著

�
夢
は
ト
リ
ノ
を
か
け
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　

…
…
東
野　

圭
吾
・
著

�
塾
前
ご
は
ん
塾
後
ご
は
ん
―
受
験
対

　

策
は
食
で
決
ま
り
！
―

　
　
　
　
　
　

…
…
森
野
眞
由
美
・
監

◆
児
童
書

�
ア
キ
ン
ボ
と
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ

　

…
…
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
・

　
　
　
　
　

マ
コ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
・
作

�
リ
ベ
ッ
ク
じ
い
さ
ん
の
な
し
の
木

　

…
…
ナ
ニ
ー
・
ホ
グ
ロ
ギ
ア
ン
・
絵

�
フ
ァ
ル
フ
ァ
リ
ー
ナ
と
マ
ル
セ
ル

…
…
ホ
リ
ー
・
ケ
ラ
ー
・
作

�
リ
ス
と
ア
リ
と
ゾ
ウ

　

…
デ
イ
ジ
ー
・
ム
ラ
ー
ス
コ
ヴ
ァ
ー
・
絵

�
リ
リ
ア
ン
…
…
…
黒
井　
　

健
・
作

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

７
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク

「
第　

回 
青
少
年

５２

  
読
書
感
想
文
全
国
コ

  
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」

�
押
入
れ
の
ち
よ
…
荻
原　
　

浩
・
著

　

礼
金
な
し
、
管
理
費
な
し
、
家
賃
は

３
万
３
千
円
。
失
業
中
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
恵
太
が
引
っ
越
し
た
築　

年
の
ア

３５

パ
ー
ト
の
押
し
入
れ
に
は
、
小
さ
な
先

住
者
が
…
。
名
前
は
「
ち
よ
」、
生
ま
れ

は
「
明
治　

年
」、
死
因
は
「
口
減
ら
し
」

３９

…
愛
ら
し

く
ふ
び
ん

な
幽
霊
と

始
ま
っ
た

奇
妙
な
同

居
の
結
果

は
…
。

�
ア
ン
ジ
ェ
ロ

　
　
　

デ
ビ
ッ
ト
・
マ
コ
ー
レ
イ
・
作

　

ア
ン
ジ
ェ
ロ
じ
い
さ
ん
は
あ
る
日
、

仕
事
中
に
弱
っ
た
ハ
ト
を
家
に
連
れ
帰

り
、
手
当
て
を
し
た
。
は
じ
め
は
、
文

句
ば
か
り
を
言
っ
て
い
た
の
に
、
や
が

て
は
大
の
仲
良
し
に
な
っ
て
…
相
手
を

思
い
や
る
心

あ
た
た
ま
る

交
流
と
、
さ

り
げ
な
く
さ

わ
や
か
に
死

を
描
い
た
絵

本
。

�
い
や
は
や

　
　

メ
ア
リ
ー
・
ル
ー
ズ
・
ゲ
イ
・
絵

　

ぼ
く
の
な
ま
え
は
、
い
や
は
や
。
ど

こ
に
で
も
い
る
、
普
通
の
ね
こ
だ
け
ど
、

だ
れ
に
も
い
え
な
い
悩
み
が
あ
る
ん
だ

…
。
そ
れ
は
、
み
ん
な
が
ラ
ク
ラ
ク
で

き
る
こ
と
、
ぼ
く
に
は
と
て
も
む
ず
か

し
い
。
だ
け
ど
、
み
ん
な
が
ぜ
っ
た
い

出
来
な
い
事
、

ぼ
く
は
ラ
ク
ラ

ク
で
き
ち
ゃ
っ

た
。「
ぼ
く
だ
け

ち
が
う
」
は
、

す
て
き
な
こ

と
！

  
図
書
館
発

 
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

●
小
学
校
低
学
年
の
部
（
１
・
２
年
生
）

・
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ

中
山
千
夏：

文　

自
由
国
民
社：

発

　

友
達
の
ま
り
あ
ち
ゃ
ん
は
目
が
み
え

な
い
。
そ
れ
で
考
え
た
。「
み
え
な

い
」
っ
て
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
っ
て
。

友
達
の
気
持
ち
を
か
ん
が
え
る
大
切
さ

を
伝
え
る
。

コ
ラ
ム 
た
め
に
な
る
図
書
館

　

そ
の　
１１

  
●
読
書
感
想
文

　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル

　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
図
書
が
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、〝
読
ん

で
世
界
を
広
げ
る
、
書
い
て
世
界
を

つ
く
る
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

（
社
）全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
・
毎

日
新
聞
社
の
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
て

お
り
、
今
年
で　

回
目
と
な
り
ま
す
。

５２

　

趣
旨
は
、「
子
ど
も
や
若
者
が
本

に
親
し
む
機
会
を
作
り
、
読
書
の
楽

し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
さ
せ
、

読
書
の
習
慣
化
を
図
る
」
こ
と
、「
よ

り
深
く
読
書
し
、
読
書
の
感
動
を
文

章
に
表
現
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、

豊
か
な
人
間
性
や
考
え
る
力
を
育
む
。

さ
ら
に
、
自
分
の
考
え
を
正
し
い
日

本
語
で
表
現
す
る
力
を
養
う
。」こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
部　
１２

冊
、
中
学
校
の
部
3
冊
、
高
等
学
校

の
部
3
冊
の
中
か
ら
好
き
な
本
を
読

ん
で
、
感
想
文
を
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。
応
募
資
格
は
、
満　

歳
ま
で
で

２０

す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
立

図
書
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

行

事

予

定

●
小
学
校
高
学
年
の
部
（
５
・
６
年
生
）

　

・
う
そ
つ
き
大
ち
ゃ
ん

阿
部
夏
丸：

文　

ポ
プ
ラ
社：

発

　

み
ん
な
に
う
そ
つ
き
と
よ
ば
れ
、
い

つ
も
ひ
と
り
で
遊
ん
で
い
る
大
ち
ゃ
ん
。

あ
る
日
ぼ

く
は
大
ち

ゃ
ん
が
川

で
妙
な
こ

と
を
し
て

い
る
の
を

見
て
…
。

●
小
学
校
中
学
年
の
部
（
３
・
４
年
生
）

　

・
ロ
ボ
マ
マ

エ
ミ
リ
ー
ス
ミ
ス：

作　

文
研
出
版：

発

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
母
親
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
研
究
を
し
て
い
る
優
秀
な
女
性

だ
が
、
家
事
は
ま
る
で
ダ
メ
。
母
親
の

た
び
重
な
る
失
敗
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
…
。

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

⑮

 
お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

　

７
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

日
時　

７
月　

日（
土
）

１５

　
　
　

午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

内
容　

テ
ー
マ
〜
森
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち
〜

　

第
一
部

　
　

手
袋
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　

「
ど
う
ぶ
つ
む
ら
の
ひ
ろ
ば
」

　

読
み
語
り　

「
も
り
の
な
か
」

　
　
　
　
　
　

「
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ
」

　
　
　
　
　
　

「
よ
る
の
お
る
す
ば
ん
」

　

第
二
部

　
　

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

　
　
　
　
　
　

「
う
ち
あ
げ
は
な
び
」

７
月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
が
あ

１４

り
ま
す

場
所
・
時
間　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て

　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

対
象
:
就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

●
中
学
校
の
部

　

・
空
色
の
地
図

梨
屋
ア
リ
エ：
作　

金
の
星
社：

発

　

突
然
届
い
た
過
去
の
自
分
か
ら
の
手

紙
。
記
憶
を
た
ど
り
、
友
情
を
築
い
て

い
く　

歳
の
揺
れ
動
く
心
。
さ
わ
や
か

１４

な
感
動

と
と
も

に
勇
気

が
湧
い

て
く
る

本
。

●
高
等
学
校
の
部

　

・
そ
の
日
の
ま
え
に

重
松　

清：

著　

文
藝
春
秋：

発

　

男
女
が
出
会
い
、
夫
婦
に
な
り
、
家

族
を
つ
く
っ
て
、
幸
せ
な
一
生
な
の
か
。

消
え
ゆ
く
命
の
前
で
、
妻
を
静
か
に
見

送
る
父

と
子
。

感
動
の

重
松
ワ

ー
ル
ド
。



 
知
っ
て
な
る
ほ
ど 
都
市
計
画
あ
れ
こ
れ  
④

　

前
回
ま
で
、
都
市
計
画
区
域
の

指
定
が
さ
れ
る
と
都
市
計
画
法
や

建
築
基
準
法
、
国
土
利
用
計
画
法

な
ど
の
関
係
す
る
法
律
に
よ
り
、

開
発
行
為
に
一
定
の
規
制
を
か
け

て
乱
開
発
を
抑
制
し
た
り
、
自
然

環
境
の
保
全
と
計
画
的
な
土
地
利

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
記
載
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
れ
ら
の
規
制
の
中
で
敷

地
の
大
き
さ
に
対
し
て
建
物
の
大

き
さ
を
制
限
す
る
「
建
ぺ
い
率
」

「
容
積
率
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。

  
○
建
ぺ
い
率

　
　

建
ぺ
い
率
と
は
、
敷
地
面
積

に
対
す
る
建
築
面
積
の
割
合
を

い
い
ま
す
。
ま
た
、
建
築
面
積

と
は
、
建
築
物
を
空
（
真
上
）

か
ら
見
た
と
き
の
平
面
的
な
面

積
（
水
平
投
影
面
積
）
の
こ
と

で
す
。（
図
１
参
照
）

  
○
容
積
率

　
　

容
積
率
と
は
、
敷
地
面
積
に

対
す
る
建
築
物
の
延
べ
床
面
積

の
割
合
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、

延
べ
床
面
積
と
は
、
各
階
（
１

階
、
２
階
…
）
の
面
積
の
合
計

の
こ
と
で
す
。（
図
２
参
照
）

　

都
市
計
画
区
域
に
お
い
て
は
、

用
途
地
域
や
用
途
地
域
の
指
定
の

な
い
地
域
（
白
地
地
域
）
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
性
質
に
応
じ
て
、

「
建
ぺ
い
率
」
と
「
容
積
率
」
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
市
内

で
都
市
計
画
区
域
の
指
定
が
さ
れ

て
い
る
東
部
地
域
で
は
、
建
ぺ
い

率
に
つ
い
て
は　

％
〜　

％
、
容

４０

８０

積
率
に
つ
い
て
は
１
０
０
％
〜
４

０
０
％
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
建
ぺ
い
率
が　

％
で

６０

容
積
率
が
２
０
０
％
の
地
域
で
す

と
、　

坪
の
土
地
に
建
物
を
建
築

８０

し
よ
う
と
し
た
際
に
は
、
建
築
面

積
に
つ
い
て
は　

坪
ま
で
、
延
べ

４８

床
面
積
に
つ
い
て
は
１
６
０
坪
ま

で
の
建
物
が
建
築
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
制
限
を
定
め
る
と
、

敷
地
面
積
い
っ
ぱ
い
に
建
物
を
建

築
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
は
敷
地
内
に
適
度

な
空
地
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
風
通
し
や
陽
あ
た
り
を
確
保

し
た
り
、
火
災
の
際
に
隣
の
建
物

へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
な
ど
の
目

的
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
ま
と
ま

り
を
も
っ
た
地
域
ご
と
に
、
同
じ

よ
う
な
種
類
や
大
き
さ
の
建
築
物

が
集
ま
り
、
整
然
と
し
た
暮
ら
し

や
す
い
街
並
み
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
北
御
牧
地
域
で
は
建
ぺ

い
率
や
容
積
率
に
つ
い
て
は
定
め

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
敷

地
内
に
は
ど
の
よ
う
な
大
き
さ
の

建
物
も
建
築
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
都
市
計
画
区
域
に

指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
が
定
め
ら
れ
る
た
め
、

敷
地
内
に
適
度
な
空
間
を
確
保
し
、

生
活
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
北
御
牧
地
域
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
都
市
計
画
区

域
に
指
定
さ
れ
た
場
合
で
も
用
途

地
域
の
指
定
は
行
わ
ず
白
地
地
域

と
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
場
合
の
建
ぺ
い
率
及
び
容

積
率
に
つ
い
て
は
、
北
御
牧
地
域

の
建
物
の
建
築
状
況
や
東
部
地
域

の
白
地
地
域
の
建
ぺ
い
率
（　
６０

％
）・
容
積
率
（
２
０
０
％
及
び
１

０
０
％
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

都
市
計
画
区
域
の
指
定
と
あ
わ
せ

●
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課　

都
市
計
画
係　

�　

―
５
８
８
２

６４
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て
決
定
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
東
部
地
域
に
お
住
ま
い

で
、
ご
自
分
の
地
域
の
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
等
を
お
知
り
に
な
り
た
い

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
課
都

市
計
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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●
問
い
合
わ
せ
先

　

東
御
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

―
5
0
0
0
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

６４

地域包括支援センターインフォメーション  ④

“足”で新聞紙をつかめますか？
　

私
た
ち
は
年
齢
を
重
ね
る
に
つ

れ
筋
肉
が
衰
え
、
筋
力
や
骨
も
弱

く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
段

差
で
転
び
そ
う
に
な
っ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
実
は
そ
れ
が
足

腰
の
黄
色
信
号
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
た
だ
筋
力
さ
え
つ
け

れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
足
指
の
握
力
」
や
「
バ

ラ
ン
ス
能
力
」
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
力
試
し
に
、
ま
ず
は

８
つ
切
り
の
新
聞
紙
を
一
枚
用
意

し
て
下
さ
い
。
足
の
指
で
上
手
に

新
聞
紙
を
つ
か
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
で
し
た
か
？
上
手
に
つ
か

め
ま
し
た
か
？

　

こ
の
「
足
指
の
握
力
」
は
、
足

の
指
で
床
を
踏
み
し
め
る
力
を
示

し
ま
す
。
こ
の
力
が
弱
い
と
、
つ

ま
ず
い
て
転
び
そ
う
に
な
っ
た
時

に
、
す
ぐ
に
転
ん
で
し
ま
い
、
骨

折
と
い
う
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

転
倒
予
防
の
た
め
に
は
、
ま
ず

は
自
分
の
力
を
正
し
く
認
識
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
足
腰
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
教
室
で
は
、
自
分
の
足
腰

の
状
態
に
関
し
て
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
き
、
自
宅
で
の
運
動

や
体
操
の
方
法
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

次
回
は
「
バ
ラ
ン
ス
能
力
」
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

  
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
発

   　

健
康
増
進
プ
ラ
座  

水
と
健
康  
⑥

    
温
泉
を
飲
む　
　
 　

身
体
教
育
医
学
研
究
所　

研
究
員　

高
橋　

美
絵　

　

皆
さ
ん
は
温
泉
水
を
飲
ん
だ
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
温
泉
水
を
飲
む
こ
と
を
飲
泉

と
い
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
地
で
は
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
温
泉
成

分
を
直
接
体
内
に
取
り
込
む
た
め
、
入
浴

と
比
べ
て
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

○
飲
泉
の
効
果
は
？　

　

入
浴
と
同
様
、
温
泉
の
種
類
の
違
い
に

よ
っ
て
こ
と
な
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
主
に
、
胃
腸
や
肝
臓
の
働

き
を
活
発
に
し
て
便
秘
や
代
謝
を
改
善
す

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
温
泉
の

効
果
は
実
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
現
在
、
適
応
症
や
禁
忌
症
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
と
き
ど
き

成
分
分
析
表
を
見
る
と
新
た
な
発
見
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
飲
み
方
と
注
意

　

注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、
き
れ
い
で
新

鮮
な
温
泉
水
を
、
少
し
ず
つ
味
わ
い
な
が

ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
飲
用
許
可
の

な
い
温
泉
は
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

�　

「
許
可
の
あ
る
飲
泉
で
新
鮮
な
う
ち

に
」
…
時
間
が
た
つ
と
成
分
の
変
化
や

衛
生
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
持
ち
帰
ら

な
い
。

�　

「
が
ぶ
飲
み
は
×
」
…　
 
㏄ 
〜　
 
㏄ 
を

１００

２００

　

分
位
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲
む
。
1
日

３０2
、
3
回
を
目
安
に
。

�　

「
症
状
・
体
調
を
確
認
し
て
」
…
下
痢

や
腎
臓
病
、
高
血
圧
、
む
く
み
な
ど
症

状
に
よ
っ
て
合
わ
な
い
泉
質
が
あ
る
の

で
注
意
書
き
を
確
認
す
る
。

○
近
場
の
飲
泉

　

塩
化
物
泉
で
は
明
神
館
（
東
御
市
）、
炭

酸
水
素
塩
泉
で
は
〝
天
然
サ
イ
ダ
ー
〞
と

言
わ
れ
る
初
谷
温
泉
（
佐
久
市
）、
硫
黄
泉

で
は
飲
み
や
す
い
独
鈷
温
泉
（
上
田
市
）

な
ど
が
あ
り
、
身
近
な
温
泉
を
「
味
わ
う
」

と
い
う
楽
し
み
方
も
あ
り
ま
す
。
な
お
入

浴
中
は
汗
を
か
く
の
で
、
入
浴
前
後
は
温

泉
水
に
限
ら
ず
水
分
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

参
考
資
料

『
温
泉
療
養
ノ
ー
ト
―
温
泉
地
で
健
康
づ

く
り
』
温
泉
療
養
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
推

進
委
員
会
・（
社
）民
間
活
力
機
構
発
行
、

平
成　

年
1
月

１７

●
問
い
合
わ
せ
先

　

身
体
教
育
医
学
研
究
所

　

（
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
）

　

�　

―
６
１
４
８

６１
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●
職
種
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

　

消
防
（
初
級
）　

若
干
名

●
年
齢

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５６

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

●
試
験
の
日
時
、
場
所

〈
第
一
次
試
験
〉

�
試
験
日

　

平
成　

年
９
月　

日
（
日
）

１８

１７

　

午
前
９
時
か
ら
（
予
定
）

�
場
所　

東
御
市
役
所

〈
第
二
次
試
験
〉

�
試
験
日

　

平
成　

年　

月
下
旬
の
予
定

１８

１０

　

（
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
）

●
試
験
の
方
法
及
び
内
容

〈
第
一
次
試
験
〉

　

教
養
試
験
（　

題
）、
消
防
適
性

４０

検
査
（
１
９
０
題
）、
小
論
文

〈
第
二
次
試
験
〉

　

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、

個
別
面
接
（
面
接
、
体
力
検
査

等
）
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法
等

�
受
付
期
間

　

平
成　

年
７
月　

日（
月
）か
ら

１８

２４

８
月　

日（
木
）ま
で
（
土
日
・

１０

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
。

３０

期
間
内
に
市
役
所
総
務
課
総
務

係
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
、
８
月　

日
消
印
ま
で
有

１０

効
）

※
申
し
込
み
用
紙
の
請
求
な
ど
に

つ
い
て
は
総
務
課
総
務
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
総
務
係

　
　

�　

―
５
８
７
６

６４

�
一
般
事
務
職
員
の
採
用
は
行
わ

な
い
予
定
で
す
。

  　

年
度
採
用
職
員
（
消
防
職
員
）

１９

　
　
　
　
　
　

試
験
を
行
い
ま
す

（（１５１５））

市民課  生活環境係
�64－5896

　

通
常
、
家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
「
一
般
廃
棄
物
」
に
つ
い
て

は
市
町
村
が
担
当
し
、
廃
棄
物
業

者
が
取
り
扱
う
「
産
業
廃
棄
物
」

に
つ
い
て
は
県
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
「
市
職
員
の

県
職
員
併
任
制
度
」
を
平
成　

年
１７

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
ま
す
と
、

市
職
員
が
県
職
員
を
併
任
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
県
職
員
に
認
め
ら

れ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

へ
の
立
ち
入
り
検
査
を
市
職
員
も

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

7
月
1
日
か
ら
市
役
所

業
務
を
午
後
5
時　

分
３０

ま
で
行
い
ま
す

　

7
月
1
日
か
ら
、
市
役
所
の
業

務
終
了
時
間
を　

分
延
長
し
、
業

�
�

�
１５

務
時
間
は
午
前
8
時　

分
か
ら
午

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

３０

後
5
時　

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

３０

　

市
役
所
の
ほ
か
北
御
牧
総
合
支

所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
は
除
く
）、
福
祉
事

務
所
の
窓
口
も
5
時　

分
ま
で
業

３０

務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
市

民
病
院
、
文
化
会
館
や
梅
野
記
念

絵
画
館
、
体
育
館
な
ど
の
利
用
時

間
は
変
更
に
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま

ま
で
ど
お
り
の
時
間
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

�
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課
総
務
係

　
　

�　

―
５
８
７
６

６４

　
　

ま
た
は
各
施
設
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

 
環
境
保
全
に
向
け
て

　
　
　
　
  
連
携
強
化

  
〜
市
職
員
が
県
職
員
を

　
　
　
  
兼
ね
る
併
任
制
度
〜

に
き
め
細
か
い
監
視
体
制
と
な
り

ま
す
。
６
月
６
日
に
は
長
野
県
の

上
小
地
方
事
務
所
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
環
境
担
当
の
職
員
６
名
に

辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
辞
令
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
継

続
し
て
い
る
１
名
と
合
わ
せ
て
７

名
の
市
職
員
が
県
職
員
を
併
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上
小
地

方
事
務
所
が
担
当
す
る
地
域
で
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
の
は
東

御
市
の
み
で
あ
り
、
市
で
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
県
と
連
携
し
な
が
ら

環
境
保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内

－6（＋１0）18（97）６（15）12（82）件数

－7（＋８）22（122）９（22）13（100）傷者

±０（±０）０（１）０（０）０（１）死者

市内交通事故統計　５月分　　　　　　
５月３1日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の５月の出動件数＝

火災　２件（1４件）　救急 86件（467件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１７年５月平成１8年５月

29.3℃（５日） 28.8℃（31日） 最高気温

3.4℃（３日） 2.0℃（３日） 最低気温

14.6℃　　　　16.1℃　　　　平均気温

66.2％　　　　71.0％　　　　平均湿度

32.5㎜　　　　37.0㎜　　　　降 水 量

 ７月の納税 （納期７月3１日）

�固定資産税（２期）

�国民健康保険税（２期）

�介護保険料（１期）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス
国民年金保険料免除（一部納付）

が4段階になります
　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納めることが困
難な場合には、申請により保険料の納付が免除される制度が
あります。
　平成１８年７月から、より納付しやすい環境とするため、従
来からの全額免除と半額納付（半額免除）に、４分の１納付
と４分の３納付の新しい免除段階が加わります。
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が、一定の所得
以下の場合に該当します。
　免除および一部納付を希望する場合は、市役所へ申請が必
要です。
◆免除の対象となる所得のめやす　　　　　（　）は収入金額

＊２人世帯と４人世帯は夫婦のどちらかのみに所得がある世帯の場合です。
＊所得は本人だけでなく、配偶者や世帯主も各段階の免除基準に該当している
ことが必要です。

◆免除の場合の保険料月額と免除された期間の年金額（平成１８年度額）

◆年金額の計算式
　　　　　　　保険料を納めた月数＋保険料を免除された月数×各免除の減額割合
　792,100円×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　480月（40年×12月）

＊免除の一部納付保険料を納めない時は、未納の扱いとなりますので、ご注意く
ださい。

 問い合わせ先 
　小諸社会保険事務所　�（0267）22－1080
　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
（お問い合わせいただく際は、年金手帳または納付書に記載
されている基礎年金番号をお知らせください。）

 加入・脱退したときの国民健康保険税
　　　年度の途中で国保に加入したり脱退した場合の国
　　　民健康保険税はどうなるのですか。
　　　保険税は毎年４月１日現在国保に加入している人

に課税されます。ただし、年度の途中で異動（転
入、転出、出産、死亡など）があった場合には、保険税
額に増減が生じるため、月割りで計算しなおしてお知ら
せします。

 年度の途中で加入したとき 
　　　　　　　 加入した月から年度末までの月数
　年間保険税×
　　　　　　　 　　　　　　　１２
 年度の途中で脱退したとき 
　　　　　　　 ４月から脱退した前月までの月数
　年間保険税×
　　　　　　　 　　　　　　　１２
　異動があった日から必ず１４日以内に届け出をしましょ
う。国保は各自で届け出をする必要があります。
問い合わせ先　市役所税務課住民税係�64－5877（直通）

東御市社会福祉協議会（５月中の受付分です）

株式会社 大  地　様 介護用品

善 意 を あ り が と う

Q

Ａ

（２００６年７月）

※６月に中学生が亡くなる痛ましい交通事故が発
生しました。車は便利ですが、一瞬の気の緩み
で凶器にもなります。安全運転に心がけ、悲惨
な交通事故を防ぎましょう。

４人世帯（夫婦・子２
人いずれも１６歳未満）

２  人  世  帯
（夫婦のみ）

単  身  世  帯

162万円（257万円）92万円（157万円）57万円（122万円）全額免除

230万円（354万円）142万円（229万円）93万円（158万円）４分の１納付

282万円（420万円）195万円（304万円）141万円（227万円）半額免除

335万円（486万円）247万円（376万円）189万円（296万円）４分の３納付

定額保険料
（免除でない方）

４分の３
納　　付

半額免除
４分の１
納　　付

全額免除

13,860円10,400円6,930円3,470円0円納める保険料月額

１分の１６分の５３分の２２分の１３分の１受け取る年金額への反映
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とうみ

（２００６年７月）

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
NNNNNNNNNNoooooooooo..........22222222222222222222　　  No.22

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

保
健
師
で
す 

 翠 
みどり

 川 
かわ

 洋 子
よう

   保健師
こ

　  
総
合
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　

７
月
・
８
月
は
総
合
健
診
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
健
診
で
自
分
の
体
を
知
り
、

生
活
を
改
善
す
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病

は
予
防
で
き
ま
す
。

　

4
月
に
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
保

健
補
導
員
さ
ん
を
通
じ
て
受
診
票
を
配

布
し
ま
す
の
で
受
付
時
間
を
守
っ
て
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
胃
（
バ
リ
ウ
ム
）
検

診
を
除
い
て
、
健
診
期
間
中
な
ら
申
込

み
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
新
規
、
変

更
、
追
加
で
申
し
込
ま
れ
る
方
は
保
健

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
年
に
1
回

は
健
診
を
受
け
、
自
分
の
体
を
知
り
ま

し
ょ
う
。

　

６
月
の
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
月
間
」

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
ご
協
力
の
も
と
で
多

く
の
投
棄
物
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
込

み
に
つ
い
て
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご

み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

か
ん
類
、
び
ん
類
な
ど
）
に
し
っ
か
り
分
別

し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
の
区
内
清
掃
に
お
い
て
は
、
合

わ
せ
て　

区
1
1
0
台
の
持
込
み
が
あ
り
ま

４０

し
た
。
一
番
多
か
っ
た
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

系
の
ご
み
で
、
容
積
は
約　

�
程
あ
り
、
山

２３

積
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
中
的
に
行
っ
て
頂
い
た
と
は
い
え
、
短

い
時
間
の
う
ち
に
こ
れ
ほ
ど
の
量
が
道
路
や

山
林
、
河
川
か
ら
回
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
投
棄
し
た
人
の
モ
ラ
ル
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。「
何
で
こ
ん
な
に

ご
み
が
あ
る
の
か
な
？
」
持
ち
込
ま
れ
た
方

の
一
言
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
き
っ
と
清

掃
に
参
加
さ
れ
た
方
は
皆
そ
の
よ
う
に
感
じ

た
と
思
い
ま
す
。

　

「
持
っ
て
帰
る
の
が
面
倒
だ
か
ら
・
・
誰

も
見
て
な
い
か
ら
・
・
ご
み
が
捨
て
て
あ
る

か
ら
・
・
」「
捨
て
て
し
ま
え
」
と
考
え
て

い
る
人
は
、
他
人
が
ど
の
く
ら
い
迷
惑
に
感

じ
て
い
る
か
を
考
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
分
が
出
す
ご
み
に
は
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

と
も
か
く
、
清
掃
作
業
お
よ
び
び
持
込
み

作
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

クリーンリサイクル係
�63－6814

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

月
間
を
通
じ
て

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　

よ
も
や
ま
話

▲山積みになった投棄物。
　１日でこれだけの量が回収された

▲生活習慣病予防の第一歩です！

平成１８年度  総合健康診査（集団）日程表
（７月１０日以降分） 

場所骨乳房子宮胃ヘルス

保セ◯××◯◯午前７月１０日（月）

保セ◯◯◯×◯午後

保セ×××◯◯午前７月１１日（火）

保セ××◯×◯午後

保セ×××◯◯午前８月２日（水）

保セ××××◯午後

保セ◯××◯◯午前８月３日（木）

保セ◯◯◯×◯午後

保セ×××◯◯午前８月４日（金）

保セ××◯×◯午後

支所◯××◯◯午前８月７日（月）

支所◯◯◯×◯午後

支所×××◯◯午前８月８日（火）

支所××◯×◯午後

支所×××◯◯午前８月９日（水）

支所××××◯午後

支所××××◯午前８月１０日（木）

支所××××◯午後

保セ×××◯◯午前８月１１日（金）

※各日程で◯のついている項目を実施します。
※前立腺・大腸検診は健康スクリーニング（ヘルス）と同じです。
※場所は、保セ＝保健センター（総合福祉センター内）
　　　　　支所＝北御牧総合支所
※詳しくは保健係までお問い合わせください。

�
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
保
健
課　

保
健
係　

�　

―
８
８
８
２　

有
線　

―
２
１
５
３

６４

５２
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高原のさわやかな空気を満喫
湯の丸高原つつじ祭イベント開催

　６月７日、中央公民館講堂で「平成１８年度東御市青少年育

成市民会議総会・講演会」が開催され、約１２０名が参加しま

した。総会では、関勝人会長があいさつしたあと議事に入り、

今年度の活動内容について話し合いました。次にＮＰＯ法人

子どもの危険回避研究所所長の横矢真理さんによる講演「地

域で守ろう！子どもの安全！」が行われ、地域ぐるみでの安

全マップづくりなど先進的で実践的な事例が紹介されました。

また参加者も絵を見ながら危険箇所を考え、うなずきながら

聞き入っていました。

「地域で育てよう地域の子ども」をスローガンに
青少年育成市民会議総会・講演会開催

２００６年そろばんグランプリに
小中学生が出場

　５月２１日に飯田市で開催された「２００６年そろばんグランプ
リ」に市内の小中学生４名が出場し、長岡優実さん（東中３
年）と山崎剣太さん（滋野小６年）がそれぞれの部門で優秀
賞を受賞する快挙をなしとげました。この大会は昨年１１月に
行われたコンクールで成績上位だった選手が出場できる大会
です。長岡さんは「プレッシャーがありましたが、成績は良
かったです。苦手なことも努力すれば克服できるということ
をそろばんから学びました。これからも挑戦し続けたいで
す」と話していました。また、村山望さん（滋野小５年）、
寺岡雪音さん（滋野小５年）も健闘しました。

ートピックスー　地域の話題

　６月１０日～７月２日まで行われた「湯の丸高原つつじ
祭」のイベントが６月１８日に湯の丸高原で開催され、多く
の来場者で賑わいました。特別に設けられたステージでは、
峯村東御市観光協会長のあいさつのあと、雷電太鼓や消防
音楽隊の演奏、民謡などが披露され、来場者が拍手を送っ
ていました。例年より開花が遅れ気味だったレンゲツツジ
も、会場周辺の株がこの日にあわせるように見ごろとなり、
来場者は写真を撮るなどして高原のお祭りを楽しんでいま
した。

（２００６年７月）

　６月３日、上八重原にあるシチズンミヨタ㈱の構内で

「オオルリシジミ親子観察会」が開催され、貴重な蝶が観

察できるとあって県内外から約１５０名が参加しました。こ

の日は天候に恵まれ、オオルリシジミの舞う姿も多く見ら

れる絶好の観察日よりとなりました。途中からは昆虫写真

家の海野和男さんも参加し、交尾している蝶と周囲の風景

を合わせて撮る技術を手ほどきするなど、著名なプロカメ

ラマンの説明に大人たちも熱心に聞き入っていました。

  親子で自然と語り合う
オオルリシジミ親子観察会
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ートピックスー　地域の話題

とうみ

病児・病後児保育室
「ぽかぽかる～む」開所式

　6月２日、総合福祉
センター内に病時・病
後児保育室「ぽかぽか
る～む」が開所し、関
係者がテープカットを
して祝いました。（こ
の事業の概要は６月１
日発行お知らせ版３
ページをご覧くださ
い）

　６月３日、中央公園
第一体育館で「第５回
小学生ドッジボール大
会ひだまり杯」が開催
され、県内外から１６
チームが参加しました。
強豪チームがそろった
なかで、東御ドッジ
ボールスポーツ少年団
の「東御スピリッツ」
が見事に優勝しました。

第５回小学生ドッジボール大会
ひだまり杯で東御スピリッツが優勝！

（２００６年７月）

で
き
ご
と
短
信

５
・　

▼
高
齢
者
大
学
開
講
式
（
中
央

２３

公
民
館
講
堂
）

５
・　

▼
東
御
市
ア
メ
リ
カ
姉
妹
都
市

３１

友
好
協
会
総
会

６
・
１
▼
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
が

田
中
駅
前
で
街
頭
啓
発
活
動

６
・
７
▼
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
学
級
開

講
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

６
・　

▼
祢
津
城
山
バ
タ
フ
ラ
イ
エ
イ

１３

ド
完
結
編
開
催
、
祢
津
小
の

児
童
が
卵
か
ら
育
て
た
ハ
ヤ

シ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
を
山
に
返

す

６
・　

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
東

１０

御
支
所
の
皆
さ
ん　

名
が
総

８０

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
北
御
牧

総
合
支
所
周
辺
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
清
掃

６
・　

▼
東
御
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

２３

観光協会が中心となり渓流コースを整備
　6月1日、観 光協会
湯の丸部会の皆さんな
ど30名が湯の丸渓流
コースの整備を行い、
14か所の丸木橋を架
けかえました。作業を
した男性は「大変な作
業でしたが、多くの皆
さんにこのコースを歩
いて森林浴をしていた
だきたいです」と話し
ていました。

　６月３日、中央公民
館講堂において「平成
１８年度男女共同参画講
演会」が開催されまし
た。長野県男女共同参
画センター所長の井澤
和子さんの講演を聞こ
うと約８０名が参加し、
熱心に聞き入っていま
した。

みんなで男女共同参画の理解深める
平成１８年度男女共同参画講演会開催

　６月４日、サンテラ
スホールで東部中学校
吹奏楽部合唱部ジョイ
ントコンサートが開催
され、大勢の市民が詰
めかけました。北御牧
中学校、伊那市立東部
中学校の生徒も友情出
演し、市民から拍手喝
采が送られました。

東部中学校吹奏楽部合唱部
ジョイントコンサート開催　6月１４日、中八重原区の

皆さんを対象にした「足腰
シャンシャン教室」が総合
福祉センターで開催され、
４０名が参加して健脚度測定
や健康相談が行われました。
この教室は地域包括支援セ
ンター（総合福祉センター
内）が主催し、全区を対象
に行われる予定です。

足腰シャンシャン教室、開講中！
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▼
人
権
擁
護
委
員
の
日
、
人
権
啓
発
学
習
会
な

ど
、
６
月
の
取
材
で
は
何
度
も
人
権
と
い
う
言

葉
に
ふ
れ
ま
し
た
▼
先
月
号
の
掲
載
の
と
お
り

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
６
月
３

日
に
は
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
女（
ま
た
は

男
）
ら
し
さ
の
押
し
付
け
は
あ
る
人
の
夢
や
希

望
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
」
―
人
権
に

も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
普
段
の
言
葉
や
行
動

が
、
誰
か
に
の
し
か
か
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
の

重
大
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
▼
過
日
、
仕
事

柄
平
日
に
休
暇
を
と
る
こ
と
が
あ
る
私
は
、
子

ど
も
を
医
療
機
関
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
客

観
的
に
み
て
子
育
て
を
よ
く
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
私
に
、
妻
は
心
配
顔
。
任
せ
な
さ
い
と

言
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
内
心
は
不
安
で
し
た

▼
あ
い
ま
い
な
応
答
か
ら
か
「
い
つ
も
は
子
育

て
し
て
な
い
で
し
ょ
」
と
い
う
先
生
の
見
事
な

洞
察
。
そ
し
て
「
父
親
が
連
れ
て
く
る
と
は
珍

し
い
」
と
の
こ
と
。
私
は
偶
然
そ
の
日
に
連
れ

て
行
か
れ
た
だ
け
の
こ
と
で
、
実
際
に
子
ど
も

の
こ
と
で
仕
事
を
休
む
と
し
た
ら
母
親
の
休
暇

が
多
く
な
る
と
い
う
の
が
社
会
の
現
実
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
▼
例
え
ば
子
ど
も
の
通
院
と
い

う
日
常
の
積
み
重
ね
が
、
例
え
ば
人
権
な
ど
の

大
き
な
テ
ー
マ
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
市
で
は
病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
会
や
地
域
、
職
場

で
で
き
る
こ
と
、
家
庭
や
個
人
で
で
き
る
こ

と
ー
子
ど
も
た
ち
に
残
す
将
来
の
た
め
に
一
人

ひ
と
り
が
考
え
、
そ
し
て
行
動
す
る
時
代
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。　

（
市
報
担
当　

久
保
）

編

集

後

記
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世帯数
11,239世帯（－13）

総人口
32,181人（－28）
男 15,792人 （－24）
女 16,389人 （－４）

（６月１日現在）

人の動き

転入121人（－35）
転出152人（＋16）
出生  31人（＋10）
死亡  28人（－７）
 ※カッコは５月対比

　

「
風
景
を
描
く
つ
も
り
が
、
い
つ
の
ま
に
か
点

景
人
物
が
中
心
に
な
っ
て
、
風
景
が
消
え
て
人
間

だ
け
が
残
る
。
神
が 
作
っ
た 
最
高
の
傑
作
で
あ
り
、

（ 

マ 
 

マ 

）

 
ミ
ス
テ
ー
ク 
で
も
あ
る
人
間
に
興
味
が
あ
る
。」―

（　

マ　
　

マ　

）

こ
れ
は
、「
山
彦
」
に
添
え
ら
れ
た
菅
創
吉
の
詩
で

す
。

　

彼
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
苦
労
が
多
か
っ
た
分
、

た
く
ま
し
さ
と
人
間
愛
に
満
ち
た
人
で
し
た
。

「
私
の
旅
の
中
に
あ
っ
て
欠
か
せ
な
い
仕
事
の
一

つ
に
、
絵
に
よ
る
児
童
福
祉
施
設
の
慰
問
が
あ
る
。

 
身
体
障
害
児 
、 

精
神
薄
弱
児 
、
孤
児
な
ど
。
特
に

（ 

マ　
　

マ 

） 

（ 

マ　
　

マ 

）

 
盲
目 
の
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
指
で
見
る
絵
を
か
い

（
マ
マ
）

て
や
り
た
い
。」（
菅
創
吉
「
痩
せ
蛙
の
弁
」　

『
中

央
公
論
』
1
9
6
2
年　

月
号
掲
載
よ
り
抜
粋
）。

11

菅
創
吉
は
こ
の
活
動
を
通
じ
、
無
心
な
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
絵
に
対
し
て
自
分
ら
し

く
、
そ
し
て
自
由
に
な
れ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
心
境
に
達
し
た
菅
創
吉
は
1
9
6
3
年
、

　

歳
に
し
て
渡
米
し
ま
し
た
。
折
し
も
1
9
6
0

58年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
近
代
美
術
の
伝
統
否
定

の
る
つ
ぼ
で
あ
り
、「
何
で
も
あ
り
の
世
界
」
で
し

そ
の　
27

  
『
山　

彦
』　
  　
　
　
　

菅　

創
吉

油彩、板　1975年頃　23.0×32.0

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
個
性
」
の
あ
る
も
の
だ

け
が
生
き
残
る
、
栄
光
と
挫
折
の
渦
巻
く
い
わ
ば

「
地
獄
」
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
彼
は
こ
の
地
獄

の
中
で
、
流
行
や
形
式
に
全
く
と
ら
わ
れ
ず
独
自

の
画
境
を
求
め
続
け
ま
し
た
。
余
計
な
も
の
を
一

切
排
除
し
た
構
図
、
堅
牢
な
画
面
、
渋
い
色
調
の

微
妙
な
ト
ー
ン
の
変
化
は
、
東
洋
的
な
茫
洋
と
し

た
空
間
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
菅
創
吉
は
ア
メ
リ
カ

美
術
界
で
高
い
評
価
を
得
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　

生
涯
、
画
壇
に
属
す
る
こ
と
な
く
己
の
表
現
に

徹
し
た
孤
高
の
人
・
菅
創
吉
。
土
壁
の
よ
う
な
地

肌
、
凹
凸
に
満
ち
た
画
面
、
不
思
議
な
形
や
人
物

か
ら
漂
う
ユ
ー
モ
ア
と
哀
愁
…
写
真
で
は
実
感
を

お
伝
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ぜ
ひ
実
物
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

「
彼
の
絵
の
前
に
た
っ
て
し
ば
ら
く
あ
な
た
の

息
を
吹
き
か
け
て
み
る
と
い
い
。
そ
の
作
品
は
必

ず
何
か
を
あ
な
た
に
語
り
か
け
て
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森
繁
久
彌
）

（
梅
野
記
念
絵
画
館
学
芸
員　

佐
藤
聡
史
）

ECO1J0299

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

 
菅 　
 
創 
吉
（
１
９
０
５
〜
１
９
８
２
）

‥

す
が 

そ
う 
き
ち

姫
路
市
生
ま
れ
。
本
名
は 
彼  
末  
巳  
之  
助 
。
幼
少
よ
り
画
家
を

か
の 
す
え 

み 

の 

す
け

志
す
。　

歳
で
上
京
、
講
談
社
で
政
治
漫
画
や
カ
ッ
ト
を
担
当
。
戦
後
毎
日
新
聞
等
で
挿
絵
を
描
く
。

２０

1
9
6
3
年
渡
米
、
1
9
7
2
年
帰
国
。
帰
国
後
は
国
内
で
個
展
を
積
極
的
に
開
催
。
1
9
8
2
年
死

去
。
簡
略
化
さ
れ
た
画
面
に
、
モ
ノ
や
行
為
に
つ
い
て
の
認
識
の
再
検
討
を
促
す
鋭
い
洞
察
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
国
内
外
を
問
わ
ず
、
菅
の
画
業
を
支
持
す
る
愛
好
者
、
コ
レ
ク
タ
ー
が
多
い
。


